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daqaabab aatb badaraatb gaatdasb batb faab aatk sdabatb
自立的な勢力は人が増えた。農地に従って人が増え、グアアトダ国は変化した。
少しの幾らかの方向はあつま集まって小さく変化することだった。

baadasb aatb aaqttb qbada qttdar aatdar batb badaqttbsdaum kb
まとまって成長し人が増えた。活発でない国は少し悪く狭い農地に農地を追加した。
変化したが悪い小さな出入の家が続いた。

aadasand aadarb aatb sdand kaid aadaraid aattbqttz
幾らかの争いが幾らかの農民にあり、人を増やしたが苦労した。
後に助けや幾らかの農地の恵みで国を増やし、幾らか集まり新しくなった。

nadaqtaab nadaqda nadapaaar kdaid aaad nadafaaand
統治が無いだけで納まら無かった。
多くない土地に知らせた幾らかの助言は十分では無かったが。

aadaqda nadaqdaaab saatb sqttdar aatdaum said aadarb
幾らか自立が小さく、自立なく支配した。
幾らかの国で集めた狭い農地に家を加え、長老が置かれた。

saadardaum bada aadar aadar darand sdar aabatdar sb
幾らかの農地や家は悪い所有農地だった。
所有農地は農地ではあるが、気付けば幾らかは悪い農地の国だった。

nadar aaaid fadaraab
農地が無くても色々助け、遠い農地が全てであった。
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dapaadaumdata aatbab kaatdar aatb daqtaum saatdar aatb
沢山の家は家に領土を加え後に農地を加え人が増えた。
統治希望で大半の農地に人が増えた。

saatb nadaaaar aadaum qttand aafatb aadar aatqb
幾らかの国は狭くない所有地だった。幾らかの家は狭かったが合流し、
所有農地に小さな地域を加えた。

aadaqaaand saadar aaqaatad nadafaab aafada raadasb
幾らか自立的であったが、様々な農地が活発に指示を受け入れ、
長期ではなく合流し周囲が幾らか成長した。

nadafaadar aatdar aatb aatdar aatb kdattd bstb kdar sand
長期ではない農地に次々に農地を加え人を増やした。
しっかりまとめ指導し、決まった国は完全な国土だった。

saattb qatb qatb sand aaqtand sar aadar baasaid
大半の国は切り取られ、切り取られた国土は活発では無かったが、
ボスは幾らかの農地を纏めた長老にした。

aadasand aafaatb aatar babqttb
争いは交わって人を増やし土地を増やし、領土は小さな国になった。


